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昭和＼年４月１日現在）

　53,053世帯（前月比177世帯増）

　166,418人（前月比385人増）

　82;563人

　83,855人

世帯数

人　口

　　男

　　女

新たに10事業を実施

自
立
と
生
き
が
い
意
識

を　
在
宅
障
害
者
の
自
立
と
生
き
が
い
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し

て
、
日
常
生
活
訓
練
や
社
会
適
応
訓
練
な
ど
を
障
害
の
程
度
に

応
じ
て
行
っ
て
い
る
「
在
宅
障
害
者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
。

三
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
視
覚
障
害
者
を
対
象
に
点
字
教

室
、
聴
覚
障
害
者
を
対
象
に
ワ
ー
プ
ロ
教
室
な
ど
十
事
業
を
新

設
し
、
二
十
六
事
業
で
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
機

能
訓
練
と
仲
間
と
の
交
流
の
４
　
　
か
ら
、
在
宅
障
害
者
の
社
会
参

加
の
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
プ
口
・
点
字
教
室
も
開
設

　
三
年
目
夕
迎
え
た
「
在
宅
障
害

者
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
蕃
。
昭

和
六
十
一
年
度
は
、
新
規
十
事
業

を
加
え
た
二
土
ハ
事
業
で
行
い
ま

す
。
新
た
に
実
施
す
る
事
業
で
は
、

視
覚
障
害
者
を
対
象
に
歩
行
の
方

法
講
習
会
と
点
字
教
室
、
聴
覚
障

害
者
剪
征
に
文
章
の
書
き
万
教

室
、
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
、
行
儀
作

法
教
室
、
パ
″
チ
ワ
ー
ク
教
室
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
、
ま
た
肢
体

障
害
者
を
対
象
に
ク
ラ
フ
ト
教
室
、

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
の
養
成
講

習
会
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
な
ど
を

開
設
。

こ
の
デ
イ
・

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
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　この事業は、在宅障害者が総合福祉会館(身体障害者福祉センター)へ通いな

がら、日常生活訓練や創作活動・軽作業などをすることで、障害者の自立と生

きがい意識の高揚を目的としています。一写真は61年3月、コーラス教室一

在
宅
の
障
害
者
が
施
設
に
通
い
な

が
ら
参
加
出
来
る
内
容
の
事
業
が

中
心
で
、
次
の
五
つ
の
柱
に
焼
つ

い
て
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
日
常
生
活
訓
練

　
医
療
機
関
な
ど
で
治
療
・
訓
練

夕
終
え
た
障
害
者
が
、
機
能
低
下

を
防
ぐ
た
め
に
行
い
ま
す
。
機
能

回
復
訓
練
、
歩
行
の
方
法
講
習
会
。

②
社
会
適
応
訓
練

　
障
害
程
度
の
違
い
か
考
慮
し
て

行
い
ま
す
。
生
花
・
料
理
・
茶
道

教
室
な
芦
千
教
室
。

③
創
作
・
軽
作
業

　
手
指
を
動
か
す
こ
と
で
機
能
訓

練
を
Ｌ
笙
す
。
陶
芸
・
籐
（
と
う
）
か

ご
・
編
み
物
教
室
な
ど
五
教
室
。

④
介
護
技
術
指
導
訓
練

　
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
１
　
蕃
す
。
車
い
す

介
助
方
法
講
習
会
、
拡
大
写
本
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
。

⑤
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

バ
ン
パ
ー
・
卓
球
・
玉
突
き
・
コ

ー
フ
ス
教
室
な
芦
モ
教
室
。

４
月
か
ら
６
教
室
で

　
　
　
受
講
者
を
募
集

　
四
月
か
ら
次
の
事
業
の
参
加
者

か
募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
心
一

　
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
ま
１

　
〈
機
能
回
復
訓
練
〉

　
▽
内
容
・
：
各
種
医
療
機
器
夕
莉

用
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
機
能
訓
練
を
し
ま
す
▽
と
き

・
・
・
毎
週
火
曜
日
、
午
後
２
時
～
４

時
（
毎
月
第
１
火
曜
日
は
医
師
に

よ
る
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
）
▽

と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
▽
対
象

・
・
・
医
療
機
関
な
ど
で
治
療
・
訓
練

夕
終
え
、
現
在
在
宅
し
て
い
る
障

害
者
▽
指
導
・
：
整
形
外
科
医
、
塩

谷
敏
義
さ
ん
▽
費
用
…
無
料
▽
申

し
込
み
・
・
・
随
時
。

　
〈
点
字
教
室
〉

　
▽
と
き
…
５
月
か
ら
週
１
回
、

２
時
間
（
実
施
日
は
後
日
受
講
者

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
▽
と
こ
ろ

・
・
・
受
講
者
の
自
宅
▽
対
象
・
：
中
途

失
明
者
で
点
字
を
学
び
た
い
と
考

え
て
い
る
人
▽
指
導
…
点
訳
グ
ル

ー
プ
「
掌
治
川
」
▽
費
用
…
無
料

▽
定
員
・
・
・
ｉ
人
▽
申
し
込
み
・
：
４

月
3
0
日
困
ま
で
。

　
〈
編
み
物
教
室
〉

　
▽
と
き
・
・
・
毎
月
第
１
火
曜
日
、

午
後
１
時
ｙ
３
時
▽
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▽
対
象
・
・
・
視
覚
障
害

者
▽
指
導
・
・
・
野
口
華
子
さ
ん
▽
費

用
・
・
・
材
料
費
実
費
▽
申
し
込
み
・
・
・

４
月
3
0
日
困
ま
で
。

　
〈
卓
球
教
室
〉

　
▽
と
き
・
：
毎
月
第
３
日
曜
日
、

午
後
２
時
～
５
時
▽
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▽
対
象
・
：
在
宅
障
害

者
▽
指
導
・
・
白
下
部
徹
さ
ん
▽
申

し
込
み
・
・
・
随
時
。

　
〈
バ
ン
パ
ー
教
室
〉

　
▽
と
き
・
・
・
毎
月
第
１
日
曜
日
、

午
後
２
時
～
５
時
▽
と
こ
ろ
…
総

｛
福
祉
会
館
▽
対
象
・
：
在
宅
障
害

者
▽
指
導
・
：
バ
ン
パ
ー
愛
好
会
▽

費
用
・
・
・
無
料
▽
申
し
込
み
・
：
随
時
。

　
〈
コ
ー
ラ
ス
教
室
〉

　
障
害
の
有
る
人
も
無
い
人
も
、

若
い
人
も
お
年
寄
り
も
、
み
ん
な

一
緒
に
ま
い
ま
せ
ん
か
。

　
▽
と
き
・
：
毎
月
第
２
・
４
火
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
▽
と
こ
ろ

…
竪
福
祉
会
館
▽
対
象
…
在
宅

障
害
者
、
お
年
寄
り
、
ど
な
た
で

も
▽
指
導
・
：
廣
瀬
義
彦
さ
ん
▽
費

用
…
百
円
（
１
回
）
▽
申
し
込
み

・
：
第
１
回
目
の
募
集
は
４
月
3
0
日

困
ま
で
。
そ
の
後
は
随
時
。

　
な
お
、
こ
の
外
各
種
教
室
の

今
後
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
開
催

日
が
近
付
け
ば
「
市
政
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
し
示
す
。
・

４
土
ひ
ね
り
会
場

春
本
番

ｔ

野

だて
席

さくらまつりに15万人

12・13日塔の島一帯で

　現在の宇治市の西部、

小倉・伊勢田か･ら西北に

かけては、水田が広がり

どんどん宅地開発が進ん

でいます。この辺りには

昭和16年ごろまで、周囲

16゛、面積８平方キロの

大きな池があり、巨椋池

と呼ばれていました。こ

の巨椋池の姿を再現し、

そこで暮らした人々の歴

史を探ります…。

ト
採
っ
た
魚
を
入
れ
る
ピ
ク

　快晴に恵まれた４月12 ・ 13日の両日、府立宇治公園の

塔の島一帯で第lo回宇治川さくらまつりが開かれました。

今を盛')に咲き乱れる桜のトンネルをくくり八訪れた人

は15万５千人。抹茶・煎茶の野だて席は茶に親しむ人で

あふれ、炭山陶器まつりや土ひねりの会場では、威勢の

いい掛け声や子どもたちの歓声が終日響いていま'した。

≠
６月29日まで(月曜･祝日は休館)

午前９時～午後５時

歴史資料館（折居台1丁目・電話20l311）
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歴史資料館　春の
企画展　やましろ
の大池
巨椋池の移り変わ
り

在宅障害者デイ・

サービス

川
東
京
大
線

一
部
供
用
を
開
始
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宇
治
地
区
は
、
歴
中
西
・
文
化

的
遺
産
を
保
持
し
、
市
の
観
光
拠

点
、
文
化
の
核
と
し
て
の
整
備
を

図
り
、
大
久
保
駅
周
辺
地
区
は
本

市
南
部
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

㈲
市
街
地
整
備
ゾ
ー
ン
（
そ
の
外

の
地
区
）

　
市
街
地
で
の
緑
地
保
全
や
計
回

的
な
街
路
整
備
聚
汀
い
、
快
適
な

住
環
境
、
良
好
な
市
街
地
形
成
を

図
る
。
工
業
基
盤
の
形
成
も
図
る
。

基本計画

化
と
共
に
、
通
信
施
設
の
充
実
・
近

代
化
を
図
る
。
ま
た
、
救
助
体
制

の
確
立
に
努
め
る
。

　
▽
交
通
安
全
＝
事
故
防
止
の
た

め
に
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に

努
め
る
と
共
に
、
総
合
的
な
交
通

体
系
の
確
立
を
図
る
。

　
▽
公
害
対
策
＝
公
害
発
生
か
采

然
に
防
止
す
る
た
め
、
監
視
測
定

体
制
か
嘔
一
化
し
、
快
適
な
環
境
づ

く
り
m
進
す
る
。

　
▽
住
宅
＝
既
設
市
営
住
宅
を
建

で
替
え
、
住
宅
の
質
的
向
上
を
図

る
。
併
せ
て
、
住
宅
周
辺
の
環
境

整
備
に
努
め
る
。

　
▽
ご
み
処
理
‥
―
収
集
・
処
理
体

制
の
確
立
と
、
減
量
化
・
再
資
原

化
の
推
進
を
図
る
。

人
間
が
居
住
す
る
。
空
間
で
あ
る
。
都
市

は
、
市
民
の
参
加
に
よ
っ
て
の
み
、
住

み
よ
く
つ
く
り
変
え
ら
れ
る
。
。

　
青
い
空
、
き
れ
い
な
水
、
そ
し
て
豊
か
な

緑
を
基
盤
と
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
間
が
知

恵
を
寄
せ
合
い
．
固
有
の
文
化
と
天
与
の
自

然
環
境
を
生
か
し
、
人
間
的
都
市
空
間
を
造

型
す
る
都
市

　
全
て
の
市
民
が
、
人
間
尊
重
の
理
念
に
基

づ
き
、
健
康
で
明
る
く
さ
わ
や
か
な
暮
ら
し

を
目
指
し
、
市
民
的
愛
情
が
通
い
合
う
地
域

社
会
を
形
成
す
る
都
市

　
誇
る
べ
き
文
化
遺
産
を
守
り
、
そ
れ
を
糧

と
し
て
、
新
し
い
市
民
文
化
を
創
造
し
、
自

由
．
で
豊
か
な
人
間
性
が
養
わ
れ
、
自
立
的
人

間
が
生
み
出
さ
れ
る
都
市

　
明
日
の
宇
治
市
は
、
こ
の
よ
う
な
姿
で
あ

り
た
い

我
々
は
、
こ
こ
に
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住
み

　
　
　
　
　
　
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
都
市
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

　
我
々
は
そ
れ
故
に
、
都

市
像
の
主
柱
を
次
の
よ
う

に
設
定
す
る
。

①
市
民
が
つ
く
る
緑
と
水

　
の
都
市

　
市
民
生
活
の
中
で
連
帯

感
が
は
ぐ
く
ま
れ
、
市
民

の
一
人
ひ
と
り
が
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
築
く
た
め

に
努
力
し
、
美
し
い
自
然

と
豊
か
な
歴
史
に
恵
ま
れ

た
郷
土
を
愛
し
、
進
ん
で

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

都
市
。
こ
れ
が
、
我
々
の

目
指
す
人
間
中
心
の
都
市

で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
市
民
自
ら
が

582

宇
治
市
第
二
次
総
合
計
画
あ
る
べ
き
姿
を
展
望
し
て

自
然
・
産
業
・
住
宅
の

　
　
適
正
な
調
和
を
図
る

基本構想

特集

地
域
福
祉
の
推
進
と

　
　
生
活
環
境
の
整
備

明日の宇治市の姿（都市像）

緑
豊
か
な
住
み
た
い

住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
に
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Eコ自然環境保全ゾーン

WA生産環境整備ゾーン

回農業振興ゾーン

皿皿拠点整備ソーン

ロ市街地整備ゾーン

ｉ最重要課題のーつ

; （朝夕のラッシュ時に渋

１滞が続く宇治橋）

人口と年齢構成の推移(将来人口)

15

て
、
自
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ー

活
動
の
促
進
と
、
市
民
参
加
の
市

政
を
推
進
す
る
②
市
民
的
権
利
の

保
障
を
目
指
し
て
、
総
合
的
な
同

和
対
策
を
推
進
す
る
③
健
康
で
豊

か
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て
、
市
民

牛
活
の
向
上
と
社
会
福
祉
の
増
進
、

産
業
の
条
件
整
備
を
図
る
④
心
の

豊
か
さ
を
目
指
し
て
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
、
市
民
文
化
の
発
展
、
国

際
交
流
の
進
展
を
図
る
⑤
安
全
で

快
適
な
暮
ら
し
の
場
を
目
指
し
て
、

牛
活
環
境
や
都
市
基
盤
の
整
備
を

図
る
。

　
更
に
、
市
街
地
が
次
第
に
広
が

り
か
見
せ
る
今
日
、
自
然
や
歴
史

的
風
土
、
文
化
遺
産
を
守
り
、
緑

豊
か
な
住
宅
都
市
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
秩
序
あ
る
市
街
地
形
成

が
必
要
と
し
、
市
域
を
次
の
五
つ

に
区
分
（
な
上
表
）
し
て
い
康
ｙ
。

川
自
然
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
（
宇
治

橋
上
流
の
宇
治
川
周
辺
地
区
）

　
良
好
な
自
然
環
境
や
歴
史
的
風

土
を
保
持
し
、
市
街
地
後
背
の
グ

リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
と
し
て
、
適
正

な
保
全
・
整
備
を
図
る
。

卯
生
活
環
境
整
備
ゾ
ー
ン
（
山
間

部
、
天
ヶ
瀬
ダ
ム
上
流
左
岸
地
区
）

　
山
間
部
で
の
農
林
業
や
伝
統
産

業
な
ど
の
生
産
基
盤
の
整
備
、
生

活
関
連
施
設
の
整
備
を
図
る
。

朗
農
業
振
興
ソ
ー
・
ン
（
巨
椋
池
干

拓
田
や
横
島
町
大
幡
を
中
心
と
す

る
既
成
田
）

10

５

　
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
で
Ｊ

さ
れ
た
五
つ
の
施
策
を
具
体
化
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
住
民
自
治
の
確
立
を
目
指
し
て

　
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
夕
促
進
す
る
た
め
、
住
民
意
識

を
高
揚
し
、
活
動
基
盤
と
な
る
施

設
の
充
実
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
。
ま
た
、
広
報
’
・

広
聴
活
動
の
充
実
を
図
り
、
行
政

へ
の
市
民
参
加
に
努
め
る
。

②
市
民
的
権
利
の
保
障
を
目
指
し

　
て
　
同
和
問
題
の
解
決
か
行
政
の
責

務
と
し
て
認
識
。
総
合
的
、
計
画

的
、
効
果
的
な
施
策
で
、
地
区
住

民
の
市
民
的
権
利
と
自
由
を
保
障

す
る
。

③
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指

　
し
て

　
将
来
の
福
祉
社
会
か
実
現
す
る

た
め
に
は
、
高
齢
化
、
小
家
族
化

な
ど
の
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
っ

た
、
さ
ぬ
の
細
い
地
域
福
祉
の
推

進
が
必
要
。
そ
の
た
め
、
地
域
で

の
ボ
ラ
ン
テ
″
ア
団
体
の
育
成
な

ぺ
地
域
援
護
体
制
の
確
立
や
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図
る
。

　
▽
児
童
・
母
子
福
祉
＝
乳
幼
児

人
口
の
減
少
に
よ
る
保
育
所
の
定

員
割
れ
対
策
と
、
育
児
相
談
な
ど

の
保
育
所
機
能
の
多
様
化
か
羅
一
進
。

　
▽
高
齢
者
福
祉
仇

材
セ
ン
タ
ー
の
育
成
や
社
会
活
動

の
促
進
な
ど
で
、
高
齢
者
の
生
き

　　　70

　　　年

60年は国勢調査

65

年

60

年

55

年

※55年、

が
い
対
策
か
充
実
。

　
▽
国
民
健
康
保
険
＝
医
療
費
の

適
正
化
と
共
に
、
国
保
財
政
の
健

全
化
を
図
る
。

　
士
保
健
衛
生
・
医
療
＝
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
の
成
人
や
老
人
に

対
す
る
健
康
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化

を
図
る
と
共
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
の
有
機
的
連
携
も
検
討
。

　
▽
農
林
業
＝
都
市
近
郊
の
立
地

条
件
を
生
か
し
た
農
業
を
推
進
し
、

生
産
性
の
向
上
や
近
代
的
農
業
経

営
の
確
立
に
努
力
。
ま
た
、
造
林
・

事
業
の
推
進
を
図
る
と
共
に
、
森

焚
晨
の
保
全
に
努
め
る
。

　
▽
商
工
業
＝
工
場
の
適
地
移
転

に
よ
る
団
地
化
や
、
拠
点
商
業
地

区
整
備
の
促
進
、
蓉
委
館
建
設

に
努
め
る
。

　
▽
観
光
＝
観
光
地
整
備
に
努
め

る
と
共
に
、
新
し
い
観
光
コ
ー
ス

の
開
発
で
、
面
的
観
光
へ
の
発
展

を
図
る
。

④
心
ｓ
豊
か
さ
を
目
指
し
て

　
▽
学
校
教
育
＝
教
育
内
容
の
質

的
充
実
や
、
児
童
・
生
徒
の
減
少
に

伴
い
、
教
室
の
転
用
を
図
る
な
ど
、

教
竟
錫
の
多
様
化
に
対
応
す
る

施
設
の
充
実
に
努
め
る
。

　
▽
幼
児
教
育
―
幼
児
の
減
少
に

伴
ラ
幼
稚
園
の
適
正
規
模
化
や
、

二
年
保
育
に
つ
い
て
検
討
。

　
▽
社
会
教
育
＝
市
民
の
学
習
機

会
を
増
や
し
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
や
健
康
保
持
に
役
立
つ
施
策
の

充
実
に
努
め
る
。

　
▽
青
少
年
の
健
全
育
成
＝
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
の
施
策
の
推
進
を
図
る
。

　
▽
ス
ポ
ー
ツ
ａ
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
市
民
意
識
の
高
揚
や
、
ス
ポ

ー
ツ
指
導
員
制
度
の
確
立
を
図
る

と
共
に
、
国
体
推
進
に
努
め
る
。

　
▽
市
民
文
化
＝
市
民
文
化
向
上

の
た
め
、
市
民
の
文
化
活
動
の
活

発
化
を
図
り
｀
文
化
事
業
か
誘
致
゜
一

ま
た
、
文
化
財
堡
臨
勤
か
推
進
。

　
▽
国
際
交
流
＝
友
好
都
市
提
携

を
は
じ
め
、
国
際
友
好
交
流
の
条

件
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

⑤
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
場
を

　
目
指
し
て

自
主
防
災
組
織
を
育
成
し
、
地
域

防
災
体
制
の
確
立
に
努
め
る
。

　
▽
消
防
・
救
急
＝
消
防
力
の
強

　
▽
上
水
道
９
水
聚
安
定
し
て
供

給
す
る
た
め
、
水
源
の
確
保
な
ど
、

給
水
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。

　
▽
下
水
道
＝
近
代
都
市
に
と
っ

て
不
可
欠
の
公
共
下
水
道
の
供
用

を
開
始
し
、
更
に
計
画
的
に
事
業

を
推
進
す
る
。

　
▽
墓
地
＝
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
も
利
用
出
来
る
墓
地
公
園
の

建
設
聚
幌
討
。

　
▽
通
信
（
情
報
化
Ｔ
市
民
牛
顎
一

に
役
立
つ
情
報
や
通
信
に
関
す
る
、

各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
計
画

の
確
立
に
努
め
る
。

　
▽
自
然
環
境
の
保
全
ａ
保
全
区

域
指
定
の
拡
充
な
ど
、
自
然
環
境

の
保
護
に
努
め
る
。

　
▽
緑
化
の
推
進
＝
緑
化
へ
の
市

民
意
識
の
高
揚
や
、
緑
化
運
動
の

推
進
を
図
る
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
緑
化
に
も
努
め
る
。

　
▽
山
間
地
対
策
＝
地
場
産
業
の

振
興
や
、
道
路
な
芦
生
活
環
境
の

整
備
に
努
め
る
。
ま
た
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
観
光
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
と
し
て
の
整

備
か
検
討
。

　
▽
土
地
利
用
ａ
都
市
基
盤
か
計

画
的
に
整
備
し
、
適
切
な
用
途
地

域
指
定
を
横
討
。

　
▽
温
Ｔ
市
域
全
体
の
道
路
体

系
舎
唯
立
し
、
幹
線
道
路
、
生
活

道
路
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
た

整
備
を
図
る
。

　
▽
公
共
交
通
＝
輸
送
力
の
増
強

や
安
全
性
、
快
適
性
の
向
上
が
得

ら
れ
る
ぷ
つ
、
要
請
か
行
う
。

　
▽
公
園
・
緑
地
＝
市
民
の
憩
い

の
都
市
空
間
と
し
て
、
公
園
・
緑

地
の
整
備
、
充
実
を
図
る
と
共
に
、

自
然
緑
地
の
保
全
に
努
め
る
。

　
▽
河
川
・
排
水
ａ
水
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
河
川
や

排
水
路
の
改
修
・
整
備
に
努
め
る

と
共
に
、
流
出
抑
制
施
策
の
検
討
、

防
災
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
図
る
。

　
▽
駅
前
整
備
＝
都
市
計
画
決
定

さ
れ
て
い
る
駅
前
広
場
の
整
備
を

推
進
し
、
駐
輪
場
の
設
置
に
努
め

る
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
実

現
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
を

図
り
、
柔
軟
性
夕
痔
っ
だ
執
行
体

制
の
整
備
に
努
め
る
考
汽
で
す
。

明日の宇治市の姿（都市像）

住
民
自
治
の
確
立
に
努
め

る
と
共
に
、
宇
治
市
の
顔

で
あ
り
、
生
活
基
盤
で
あ

る
お
茶
と
山
な
み
と
宇
治

川
は
も
と
よ
り
、
誇
る
べ
き

自
然
的
・
歴
史
的
環
境
を

愛
し
、
自
然
を
導
き
入
れ
、

緑
あ
ふ
れ
る
環
境
を
つ
く

り
出
し
、
住
み
た
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
こ

と
の
出
来
る
生
活
環
境
が

造
型
さ
れ
る
都
市
で
あ
る
。

②
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指
す
都
市

　
人
間
尊
重
の
理
念
に
基
づ
き
。
全
て
の
市

民
の
基
本
的
人
権
が
守
ら
れ
、
一
人
ひ
と
り

の
暮
ら
し
が
精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
満
た

さ
れ
、
健
康
で
明
る
い
市
民
生
活
を
営
む
こ

と
の
出
来
る
都
市
。
こ
れ
が
、
我
々
の
目
指

す
福
祉
都
市
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
市
民
的
合
意
を
も
っ
て
生
活
破

壊
、
環
境
破
壊
に
対
応
し
、
地
域
産
業
が
自

然
環
境
と
調
和
し
、
市
民
生
活
の
向
上
を
図

る
と
共
に
、
全
て
の
市
民
切
健
康
対
策
を
確

立
し
、
働
く
場
を
整
備
し
、
子
ど
も
を
守
り
、

老
人
・
障
害
者
な
ど
に
ふ
さ
わ
し
い
暮
ら
し

の
場
を
整
え
、
健
康
で
快
適
な
人
間
環
境
が

っ
く
り
出
さ
れ
る
都
市
で
あ
る
。

③
歴
史
に
か
お
る
文
化
創
造
の
都
市

　
美
し
い
景
観
と
、
古
い
歴
史
を
基
盤
に
し

て
、
現
代
に
生
き
る
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人

格
と
知
性
の
向
上
を
図
り
、
特
色
の
あ
る
文

化
を
創
造
す
る
都
市
。
こ
れ
が
、
我
々
の
目

指
す
教
育
文
化
都
市
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
．
先
人
が
守
り
育
て
て
来
た
良
き

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
優
れ
た
文
化
遺
産
の
中

か
ら
先
人
の
知
恵
と
心
を
学
び
取
り
、
こ
れ

ら
を
基
に
し
て
高
い
知
性
と
豊
か
な
人
間
性

を
は
ぐ
く
み
、
諸
施
設
の
整
備
に
よ
っ
て
教

育
の
充
実
と
向
上
を
図
り
．
、
地
域
社
会
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
盛
ん
に
し
、
市
民
の

暮
ら
し
の
中
か
ら
、
新
し
い
文
化
が
創
造
さ

れ
る
薫
り
高
い
都
市
で
あ
る
．
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市
内
各
所
で
高
齢
者
健
康
の
集
い

　
市
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、
健
康
の
集
い
を
開
き

ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
自
分
の
心
身
の
状
態
を
よ
く

知
っ
た
上
で
、
自
分
に
合
っ
た
健

康
法
か
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
程
・
会
場
・
講
師
・
・
・
左
表

▼
時
間
・
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

か
ら
４
時
ま
で
▼
内
容
・
：
１
回
目

A
健
康
体
操
で
気
分
も
さ
わ
や
か

高
齢
者
健
康
の
集
い
）

（
昨
年
の

高齢者健康の集い日程表

＝
若
さ
を
保
つ
健
康
体
操
、
２
回

目
９
講
話
（
健
康
管
理
は
自
分
の

手
で
）
▼
参
加
・
・
・
直
接
会
場
へ
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
保
健
予
防
課
（
豊

⑩
3
1
4
1
）
。
（
保
健
予
防
課
）

１　回　目 ２　回　目

ところ 月日 講　　師 月日 講　　師

木幡公民館
4/22

　(火)

　健康体操
　指導者

　今西　圭子さん

(タオルを持参ください｡)

5/8
困

京都府立医科大学助教tt

　松野　喜六さん

広野公民分館 4/23
附

5/7
困
上京病院副院長　三宅　成恒さん

小倉公民館 5/6
(火)

5/12
(月)
京都B愛会病院副院長
　黒河内剛さん

西小倉集会所 5/9
(金

5/14
(水)
上京病院副院長
　三宅　成恒さん

お買物のめやす消費者
物価20（4月分）

この公表価格は,4月初めに実施した消費生活モニ
ター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　名 規　　　格 詔
価格状況 琵 址ia

価格mn比 吋前年比

灯　　油
18(店頭

　　円1,208 　　％▲1.5 A 9'9　　円1,300 　　円1.120

18(配達 1.264▲0.2▲9.6 1.3501.150

ガソリン
レギュラー1(現金
売') 131▲4.4▲11.5 139 125

ティッシュ

　ペーノく－ 400枚入りl箱リリネックス･スコッテＯ 154 0.7 1.3 168 138

台所用
　　ラ･7プ

サランラップ
30cmX 20m 215

Ａ 2.3▲1.8 238 168

アルミ
　　ホイル 25CI11X8m 164 2.5轟2.4 268 98

シャンプー 液体ポリ容器220cc
花王エッセンシャル 229▲0.4▲3.0 230 225

洗濯用
　粉石けん 2.4kg 866▲0.2▲1.8 970 650

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 366 6.4 0.5 500 290

tl さけ 切り身100g 333 1.2 3.4 470 220

バレイショ 男爵ioog 23 9.5 15.0 35 15

キrベツ中玉約1kg 162▲28.9 32.8 298 100

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 231▲0.4 20.9 250 218

食用油 日清サラダ油瓶入1,65Og 700▲1.7▲1.4 800 580

しよう油キッコーマン濃口瓶入2 ( 536▲0.7 ０ 590 490

砂　　糖上白1kg 257▲1.5▲2.3 278 238

小麦粉
日清小麦扮フラワー
1 M （薄力粉） 210 1.0 3.4 238 198

インスタント
　コーヒー ネスカフェ黒ラベル

瓶入150g
1,057 0.4 3.71.098 998

み　　そタヶヤミソIH 329 2.2▲2.1 358 288

食／ｆン
普通品1片
(スライスしたもの) 159▲1.2▲0.6 170 120

洗ii代 ワイシャツ白の艮そで 157 0.6 U.3 250 120

お
知
ら
せ

　
　
木
幡
公
民
館

　
　
　
園
芸
講
習
会

　
今
、
関
心
の
高
い
山
野
草
を
中

心
に
、
園
芸
植
物
全
般
に
わ
た
っ

て
一
年
間
の
栽
培
と
管
理
を
学
び

ま
す
。

　
▼
と
き
・
内
容
…
５
月
６
日
㈹

＝
ラ
ン
科
植
物
と
山
野
草
、
９
日

胞
＝
山
野
草
と
園
芸
植
物
山
、
1
2

日
囲
＝
山
野
草
と
園
芸
値
物
閃

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
Ｌ
正

午
▼
会
場
・
・
・
木
幡
公
民
館
▼
講
師

…
園
芸
研
究
家
、
柴
田
明
さ
ん
▼

対
象
・
：
市
内
在
住
の
人
▼
定
員
・
：

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
持
参
品
・
・
・
筆
記

用
具
▼
申
し
込
み
・
・
・
木
幡
公
民
館

　
（
木
幡
内
畑
3
4
の
７
豊
⑩
8
2
9

0
）
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
儀
式
作
法
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
２
日
４
　
肖
の

毎
週
金
曜
日
（
５
日
間
）
、
午
後

１
時
半
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
…

山
城
地
方
の
冠
婚
葬
祭
の
儀
式
作

法
と
し
き
た
り
▼
講
師
…
儀
式
作

▲親子で楽しく潮干狩り

法
研
究
会
代
表
、
岩
上
力
さ
ん
▼

定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講

料
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
酋
⑩
2
3
1

5
）
へ
電
話
で
。
（
交
通
労
政
課
）

　
４
月
は

　
固
定
資
産
税
の
納
期

　
四
月
は
、
固
定
資
産
税
第
一
期

分
・
軽
自
動
車
税
の
納
期
月
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
お
忘
れ
な
ぐ
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
Ｖ
Ｊ
v
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
（
納
税
課
）

　
中
央
図
書
館

　
　
　
　
お
は
な
し
会

　
毎
月
一
回
、
お
は
な
し
会
を
開

い
て
い
未
丁
。

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
3
日
南
、
午
後

３
時
半
Ｉ
蒔
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
・
・
お
は
な

し
、
続
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
▼

参
加
料
・
・
・
無
料
▼
問
い
合
わ
ｉ
。
｡
｡
｡

中
央
図
書
館
（
Ｓ
⑩
Ｌ
５
１
１
）
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
近
畿
青
年
洋
上
大
学

　
参
加
者
を
募
集

　
▼
募
隼
Ｔ
ハ
員
・
・
・
京
都
府
で
6
0
人

▼
訪
問
地
…
中
華
人
民
共
和
国
（

全
団
活
動
で
天
津
・
北
京
・
上
海

の
各
都
市
・
分
団
活
動
で
大
連
・

疆
陽
な
ど
フ
コ
ー
ス
）
▼
期
間
・
・
・

昭
和
6
1
年
８
月
1
5
日
輿
官
の
1
4

日
間
▼
応
募
資
格
・
・
・
日
本
国
籍
が

あ
り
、
京
都
府
内
に
在
住
す
る
満

▲は減

2
0
歳
か
^
C
3
｡
o
歳
以
下
の
勤
労
青
年

と
学
生
で
、
現
在
青
少
年
（
団
体
）

活
動
を
行
っ
て
い
る
人
、
ま
た
は

今
後
青
少
年
団
体
活
動
を
行
お
う

と
す
る
人
▼
参
加
費
・
：
二
十
三
万

円
▼
申
し
込
み
…
４
月
3
0
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
・
青
少
年
対
策

室
（
容
⑩
3
1
4
1
）
ま
た
は
、

京
都
府
宇
治
地
方
振
興
局
・
民
生

課
（
Ｓ
⑩
2
1
0
2
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

　
調
理
師
試
験

　
▼
と
き
…
５
月
2
5
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
関
西
文

理
学
院
（
鞍
馬
口
校
）
▼
願
書
受

け
付
け
・
・
・
５
月
６
日
吻
～
９
日
面

ま
で
各
保
健
所
で
▼
手
数
料
・
・
・
三

千
九
百
円
▼
受
験
資
格
・
・
・
２
年
以

上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人
。

　
詳
細
は
宇
治
保
健
所
｛
豊
四
｝

１
９
１
）
へ
。
（
宇
治
保
健
所
）

　
自
衛
官
の
募
集

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
第
一
次
自

衛
官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
応
募
資
格
は
、
採
用
予
定
月
の

一
日
現
在
、
満
十
八
歳
以
上
二
十

五
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る

男
子
で
、
か
つ
自
衛
隊
法
第
三
八

条
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該
当
し

な
い
人
で
す
。

　
詳
Ｌ
ｙ
べ
は
、
宇
治
募
集
事
務
所

（
豊
㈲
7
1
3
9
）
ま
た
は
、
市

役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（
容
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
）

　
昔
。
木
幡
の
山
に
キ
ツ
ネ
の
一

族
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
い
ち
ば

ん
若
い
嫌
の
キ
ツ
ネ
は
、
名
前
を

　
「
キ
シ
ュ
妙
献
」
と
・
示
い
ヽ
か
し

こ
く
て
美
し
く
、
そ
の
う
え
化
け

　
　
　
　
　
じ
ょ
う
ず
　
　
な
か
ま
　
　
　
・

る
こ
と
も
上
手
で
、
仲
間
に
か
わ

い
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ご
ぜ
ん
　
　
ひ
と
　
す
が
た
　
ば

　
キ
シ
ュ
御
前
は
、
人
の
姿
に
化

　
　
み
う
こ
　
。
　
　
み
‘
ん
　
た
か
　
ひ
と

け
て
都
に
行
き
、
身
訳
の
高
い
人

の
と
こ
ろ
で
ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し

が
し
て
み
た
い
と
、
い
つ
も
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
彫
り
の
キ
ツ
ネ

た
ち
か
ら
は
、
都
に
は
キ
ツ
ネ
と

な
か
　
わ
る
い
　
い
ぬ
　
い

仲
の
悪
い
犬
が
居
る
か
ら
い
け
な

い
ぞ
と
、
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　お姫さまに

化けたキツネ

で
も
、
十
六
歳
に
な
る
と
、
と
う

と
う
十
二
ひ
と
え
を
着
た
お
服
様

に
化
け
て
、
都
へ
出
て
来
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
ご
ぜ
ん
　
ば
　
　
う
っ
く

　
キ
シ
ュ
御
前
が
化
け
た
美
し
い

お
服
様
は
、
す
ぐ
に
三
条
大
納
言

　
　
　
く
げ
　
む
す
こ
　
ら
ゆ
う
し
ょ
う

と
い
う
公
家
の
息
子
「
中
将
」
の

目
に
止
ま
り
、
そ
の
屋
敷
に
住
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
将
は
、

キ
シ
ュ
御
前
が
キ
ツ
ネ
だ
と
は
知

り
ま
せ
ん
か
ら
、
芙
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
・
や
が
て
Ｉ
．
で
の
あ

い
だ
に
は
、
か
わ
い
い
男
の
子
が

生
ま
れ
た
の
で
す
。

　
お
と
こ
　
こ
　
げ
ん
き
　
そ
た

　
男
の
子
は
元
気
に
育
ち
、
キ
シ

⑥

ユ
県
献
も
倣
の
や
匝
㈲
も
な
く
作

ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
み
が

犬£－t三叉

む
に
な
っ
た
お
砧
い
の
Ｆ
に
・

か
の
醗
倣
い
が
・
た
く
ま
し
い

を
く
れ
た
の
で
す
。

キ
シ
ュ
県
政
は
び
っ
く
り
し
ま

　
　
　
　
　
い
ぬ
　
　
　
　
　
　
Ｉ

し
た
。
犬
に
は
す
ぐ
に
化
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ

る
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
か
み
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
し

さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
か
わ

　
　
　
こ
　
　
　
　
お

い
い
子
ど
も
を
置
い
て
い
く
の
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ぬ
　
で

つ
ら
い
こ
と
で
し
た
が
、
犬
に
出

あ
　
　
　
　
　
　
　
や
し
き
　
に
　
　
だ

会
わ
な
い
う
ち
に
屋
敷
を
逃
げ
出

　
　
　
こ
は
た
　
や
１
　
は
し

し
、
木
幡
の
山
へ
走
り
ま
し
た
。

　
　
な
か
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が

　
　
仲
間
の
キ
ッ
ネ
た
ち
は
、
長
い

あ
い
だ
Ｉ
か
く
え
ふ
め
い
　
　
　
　
　
　
　
ご
ぜ
ん

間
行
方
不
明
だ
っ
た
キ
シ
ュ
御
前

づ迄レ

＝ﾆ竺然ﾋﾞ

が
無
和
に
僣
っ
て
き
た
の
で
ヽ
た

い
そ
う
祖
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
で

　
　
　
　
　
　
ご
　
ん
　
　
も
ゆ
う
し
よ
う
　
や

も
、
キ
シ
ュ
御
献
は
、
中
将
の
屋

難
に
脱
し
て
き
た
や
ど
も
が
ぢ
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
び
し
さ
の
斜
リ
キ
シ
ュ
妙
献

は
、
尼
に
な
っ
て
子
ど
も
の
無
事

を
仏
様
に
祈
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
真
剣
な
そ
の
お
祈
り
が
通
じ
た

　
　
　
　
こ
　
　
　
　
す
こ
　
　
　
せ
い
ら
よ
う

の
か
、
子
ど
も
は
健
や
か
に
成
長

し
て
り
っ
ぱ
な
公
か
に
な
り
ま
し

た
・
キ
シ
ュ
妙
献
も
ま
す
ま
す
傑

さ
ま
を
儲
心
し
て
ヽ
扮
か
き
を
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

584

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
健
康
や
体
力
か
姻
進
す
る
た
め

市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
去
蚤
す
。

今
回
募
集
す
る
の
は
次
の
四
教
室

で
す
。
参
加
は
無
料
。

　
〈
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
〉

　
▼
と
き
…
５
月
1
0
日
出
～
６
月

８
日
㈲
の
毎
週
土
・
日
曜
日
の
８

日
間
（
５
月
2
5
日
面
と
６
月
１
日

㈲
は
除
ぐ
）
、
午
後
３
時
～
５
時

▼
と
こ
ろ
…
黄
栞
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
▼
対
象
・
定
員
・
：
高
校
生
以

上
の
初
心
者
4
0
人
▼
申
し
込
み
・
：

市
民
体
育
課
へ
４
月
2
5
日
ま
で
に

電
話
で
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
か
ほ
が
き
で
通
知
。

〈
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
〉

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
硬
式
テ
ニ

ス
教
室
と
同
じ
▼
対
象
・
定
員
・
：

高
校
生
以
上
4
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
市
民
体
育
課
へ
電
話

で
。

●申し込み・問い合わせ

　市民体育課(電話223141)

〈
婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
0
日
出
～
６
月

８
日
間
の
僊
宝
・
日
曜
日
の
８

日
間
（
５
月
2
5
日
間
と
６
月
１
日

旧
は
除
ぐ
）
、
土
曜
日
は
午
後
２
時

～
４
時
、
日
曜
日
は
午
前
1
0
時
～

正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
南
部
小
学
校
▼

対
象
・
定
員
…
婦
人
3
0
人
▼
甲
し

込
み
…
市
民
体
育
課
へ
電
話
刄

　
〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
６
日
脚
～
3
1
日

出
の
毎
週
火
・
土
曜
日
の
８
日
間
、

午
後
７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ

…
西
小
倉
中
学
校
▼
対
象
・
定
員

土
般
3
0
人
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
民

体
育
課
へ
電
話
で
。
上
靴
が
必
要
。

　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
市
民
ス
キ
・
Ｉ
。
ツ
ひ
ろ
ぼ
で
、
さ

わ
や
か
な
汗
か
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
と
１
　
か
ら
、
種
目
か
増
や

し
て
「
ミ
ニ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

の
内
容
に
し
て
い
毒
了
。
一
人
で

も
、
グ
ル
ー
プ

で
も
自
由
に
参

加
出
来
卓
子
。

　
▼
と
き
…
４

月
2
7
日
間
、
午

後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ
…
木

幡
中
学
校
▼
内

寮
・
・
テ
ニ
ス
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
▼
持
ち
物

…
卓
球
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
希
望
者

は
上
靴
。

　
市
民
潮
干
狩
り

　
▼
と
き
…
５
月
2
5
日
㈲
▼
と
こ

ろ
…
御
殿
場
浜
（
三
重
県
津
市
）

▼
対
象
・
定
員
・
・
・
市
民
ま
た
は
市

内
勤
務
者
と
そ
の
家
族
9
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
・
：
中
学
生
以
上

三
千
八
百
円
、
子
μ
も
三
千
四
百

円
▼
主
催
…
宇
治
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
▼
申
し
込
み
・
：
参
加

料
鷺
添
え
て
５
月
1
0
日
ま
で
に
市

民
体
育
課
へ
直
接
。

若
さ
保
つ
健
康
法
を

市民体育のお知らせ

ふ
る
さ
と
む
か
し
話
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